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市
で
は
、
地
籍
調
査
事
業
を
平
成
18

年
度
か
ら
開
始
し
、
平
成
20
年
度
ま
で

に
豊
岡
・
日
高
地
域
の
約
3
、2
0
0

筆
の
立
会
調
査
を
終
え
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
竹
野
・
但
東
地
域
に
も

立
会
調
査
に
入
り
、
新
た
に
城
崎
・
出

石
地
域
で
の
調
査
準
備
に
着
手
す
る
な

ど
市
内
全
域
で
事
業
を
進
め
ま
す
。

　

市
内
す
べ
て
の
土
地
を
調
査
す
る
に

は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、

土
地
に
か
か
る
デ
ー
タ
を
新
た
に
記
録

し
て
い
く
大
事
な
調
査
で
す
の
で
、
早

め
に
次
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
自
分
の
土
地
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

①
土
地
の
境
界
を
ご
存
じ
で
す
か
?

　

ま
た
、
境
界
に
杭く

い

が
あ
り
ま
す
か
?

②
土
地
の
売
買
や
相
続
さ
れ
た
と
き
に

　

登
記
が
済
ん
で
い
ま
す
か
?

③
境
界
の
見
通
し
は
良
い
で
す
か
?

　

特
に
山
林
は
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
か
?

　

地
籍
調
査
は
、
土
地
所
有
者
の
皆
さ

ん
と
市
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
く

調
査
で
す
。
日
ご
ろ
の
土
地
の
適
切
な

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
な
ぜ
今
調
査
を
行
う
の
で
す
か
?

　

法
務
局
で
保
管
さ
れ
て
い
る
土
地
登

記
簿
や
公
図
は
、
大
半
が
明
治
時
代

に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
面
積
や
境
界
、

形
状
が
実
際
と
違
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
化
に
よ
り
特
に
山
の
境
界

確
認
の
で
き
る
人
が
少
な
く
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
籍
調
査
を
行
い
、
皆
さ

ん
の
土
地
を
正
確
に
調
査
・
測
量
し
ま

す
。
そ
の
結
果
を
記
録
保
存
す
る
こ
と

に
よ
り
、
境
界
争
い
の
防
止
や
、
土
地

取
引
の
円
滑
化
、
万
一
の
災
害
復
旧
な

ど
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

●
実
施
方
法
・
立
会
い
日
・
参
加
者
な

　

ど
は
?

　

市
が
設
定
し
た
調
査
日
に
、
土
地
所

有
者
と
地
元
の
協
力
者
、委
託
業
者（
土

地
家
屋
調
査
士
）
と
市
が
立
会
い
の
下
、

土
地
の
境
界
に
杭
を
打
ち
、
測
量
を

行
っ
て
面
積
を
確
定
し
ま
す
。

●
実
施
し
た
後
は
?

　

境
界
杭
を
数
値
デ
ー
タ
で
市
が
管
理

し
ま
す
の
で
、
災
害
な
ど
で
境
界
杭
が

な
く
な
っ
て
も
復
元
が
可
能
で
す
。
ま

た
、
一
般
的
に
は
、
土
地
売
買
や
分
筆

登
記
の
際
の
隣
接
地
の
立
会
い
が
不
要

と
な
り
ま
す
。

●
費
用
負
担
は
?

　

個
人
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▲４月に、新たに豊岡市独自の
　パンフレットを作成しました

皆さんの大切な土地を守る

地籍調査を
　　　進めています

ちせき ちょうさ
Survey of Land Register

地　籍　の　基　礎　知　識

　

一
問
一
答

　

地
籍
調
査
と
は
、
一
筆
ご
と
の
土
地
に
つ
い
て
、
そ
の
所

有
者
、
地
番
、
地
目
を
調
査
し
、
境
界
（
筆
界
）
の
位
置
と

面
積
に
関
す
る
測
量
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
地
図
お
よ
び
簿

冊
に
作
成
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
調
査
は
、
準
備
か
ら
完

了
ま
で
1
カ
所
お
お
む
ね
3
年
か
け
て
行
い
ま
す
。

　

地
籍
調
査
の
実
施
状
況
や
、
土
地
境
界
、
権
利
関
係
に
つ
い
て
調
査
を
実

施
す
る
ま
で
の
留
意
点
の
ほ
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
な
ど
を
「
一

問
一
答
」
方
式
で
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
地
籍
調
査
課
（
日
高
総
合
支
所
内
）
☎
21
－
9
0
6
4
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は
さ
か
り
岩

青
龍
洞
門

淀
の
洞
門

ゾ
ウ
の
足
跡
化
石

甌
穴
群

竹野町竹野
浜須井
海水浴場

切浜
海水浴場

竹野町田久日

不
整
合
猫
崎

宇
日
流
紋
岩
の
流
理

じ
ゃ
じ
ゃ
山
洞
窟

竹
野
ス
ノ
ー
ケ
ル
セ
ン
タ
ー
・

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

日　本　海

竹野総合支所

砕
さ
れ
、
日
本
海
の
荒
波
に
よ
っ

て
浸
食
さ
れ
て
で
き
た
多
く
の
洞

門
の
1
つ
で
す
。

　

東
隣
の
大
浦
海
岸
に
は
、
環

境
省
の
竹
野
ス
ノ
ー
ケ
ル
セ
ン

タ
ー
・
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
山
陰
海
岸
の
調
査
保
全
と
子

ど
も
た
ち
の
教
育
活
動
の
場
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
県
の
最
北
端
に
あ
る
「
猫

崎
半
島
」
に
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

漁
港
の
北
か
ら
猫
崎
半
島
の
海

岸
線
に
は
、
波
と
石
に
よ
っ
て
砂

岩
や
泥
岩
が
侵
食
さ
れ
た
海
食
台

が
続
き
ま
す
。

　

こ
の
海
食
台
に
は
、
2
カ
所
目

の
天
然
記
念
物
の「
波は

食し
ょ
く

甌お
う

穴け
つ

群ぐ
ん

」

が
あ
り
ま
す
。

　

甌
穴
は
、
大
き
い
も
の
で
、
直

径
70
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
50

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
で
す
。

　

こ
こ
で
ゾ
ウ
や
シ
カ
の
足
跡

化
石
、
タ
ニ
シ
、
淡
水
魚
の
咽い

ん

頭と
う

歯し

、
植
物
の
化
石
も
見
つ
か

り
ま
し
た
。
発
見
さ
れ
た
ゾ
ウ

の
歯
の
化
石
か
ら
、
こ
の
ゾ
ウ

の
化
石
は
、
日
本
で
も
数
例
目

と
な
る
珍
し
い
も
の
で
、「
ス
テ

ゴ
ロ
フ
ォ
ド
ン
」
と
い
う
仲
間

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

日
本
列
島
が
ま
だ
中
国
大
陸
の

一
部
で
あ
っ
た
約
2
千
万
年
前
の

環
境
を
想
像
し
て
み
る
の
も
面
白

い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
海
食
台
の
北
に
は
、
柱
状

節
理
が
見
ら
れ
る
照て

ら

来ぎ

層
群
の
宇う

日ひ

流り
ゅ
う

紋も
ん

岩が
ん

が
、
北
但
層
群
の
砂
岩

層
に
斜
め
に
か
ぶ
さ
り
、
見
事
な

不
整
合
（
2
つ
の
地
層
群
が
斜
め

に
接
し
て
い
る
）
の
壮
大
な
景
色

が
見
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
3
カ
所
目
の
天
然
記

念
物
は
、田た

久く

日ひ

海
岸
に
あ
る「
宇

日
流
紋
岩
の
流
理
」
で
す
。
火
山

灰
を
含
む
流
紋
岩
が
再
度
溶
け
て

固
ま
っ
た
と
き
に
で
き
た
幅
約

1
5
0
メ
ー
ト
ル
の
き
れ
い
な
模

様
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
残
念
な
が

ら
陸
地
か
ら
は
行
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
竹
野
海
岸
で
は
、

日
本
列
島
が
中
国
大
陸
の
一
部
で

あ
っ
た
こ
ろ
の
花
崗
岩
や
淡
水
湖

に
で
き
た
ゾ
ウ
や
シ
カ
の
足
跡
、

そ
の
後
の
火
山
活
動
に
よ
り
、
日

本
列
島
が
隆
起
し
て
き
た
こ
ろ
の

流
紋
岩
の
壮
大
な
シ
ナ
リ
オ
が
見

ら
れ
ま
す
。

　市では、京都府・兵庫県・鳥取県の民間団体や行政機関と連携し、
竹野海岸、日和山、玄武洞公園などの山陰海岸国立公園や神鍋高
原などを中心としたエリアを「山陰海岸ジオパーク」として、世界
ジオパークへの認定を目指しています。このジオパークについて、
市のジオパーク普及啓発専門員（北但層群化石研究会代表）の三
木武行が、シリーズで紹介します。

《問合せ》観光課☎21-9016

  シリーズ❻　　　　　　　 竹野海岸

　

竹
野
海
岸
に
は
、
県
指
定
の
天

然
記
念
物
が
3
カ
所
に
あ
り
ま
す
。

　

1
カ
所
目
は
、
竹
野
町
切
浜
に

あ
る
、
カ
ニ
が
親
指
の
爪
で
も
の

を
挟
ん
だ
よ
う
な
形
の
「
は
さ
か

り
岩
」
で
す
。

　

こ
の
辺
り
一
帯
は
、
大
き
な
礫れ

き

岩が
ん

を
含
む
凝ぎ

ょ
う

灰か
い

角か
く

礫
岩
が
広
く
分

布
し
て
お
り
、
北
但
層
群
八
鹿
層

に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

切
浜
海
岸
の
北
に
行
く
と
、
高

さ
約
15
メ
ー
ト
ル
の「
淀よ

ど

の
洞ど

う

門も
ん

」

が
あ
り
ま
す
。
山
陰
型
花か

崗こ
う

岩が
ん

の

上
に
堆
積
し
た
凝
灰
角
礫
岩
が
、

断
層
や
岩
脈
の
貫
入
に
よ
っ
て
破

海
岸
め
ぐ
り
コ
ー
ス

<竹野海岸地図>

▲はさかり岩

▲宇日流紋岩の流理

▲甌穴群

▲ゾウの足跡化石


